《篠町土地改良区》
要改修施設等連絡票（記入例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	平成○年○月○日
	連絡者：○○○○（22-1234）

	対象施設
	1． 名　称
２．場　所
３．種　別
４．状　態
５．緊急度
	○○水路　　　　　　　　　　　　　　　 　位置図（■有り　□無し）
○○区○○12番地付近　○○農道横断暗渠部
□ため池　■水路　□農道　□その他(　　　　　　　　　　　　　　)
□損壊　□漏水　■溢水　□不良　□その他(　　　　　　　　　　　)
高　□　■　□　□　□　低（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	具体的な状態
	台風のため、○日の朝方に水路から溢水し、隣の水田に流入した。





	考えられる原因
	農道を横断している水路暗渠部の下部3分の1程度が土砂で埋まっており、上流からの排水を処理できなくなり溢水したものと考えられる。




	原因の背景
	暗渠部は内径80cmほどのコンクリート管であるが、管の底が上流・下流の水路底よりも低く、暗渠管自体が水路に埋まっている状態になっている。
そのため、暗渠管が水路の泥だめ部のようになっている。
また、水路は上流部においては住宅地の道路排水路として兼用されており、近年の上流部の住宅開発等により雨水等の地下浸透率が低下し、道路排水を含む流量が増加していることが要因の一つと考えられる。



	現在までの対応状況
	台風などで水量が増えることが予測される場合は、上流で別の水路に排水されるように切り替えているが、その措置を超えて溢水が起きている。
また、水路の泥上げは日常的に行っている。






	改善への要望等

	1) 抜本的には、水路全域の予測排水量を見直した排水計画に基づく暗渠管の付け替えなどの全面改修が必要である。
2) 応急的に、溢水が水田に流入しないように水止めを設置して欲しい。








※「裏面」の連絡票の提出についてを参考にして記入して下さい。
§連絡票の提出について
1)この連絡票は、ため池や水路、農道などの土地改良施設について、修繕や改修などが必要だと気付かれた時に、土地改良区理事まで提出してください。
2)理事は、地区農家組合などと協議し、緊急に補修工事を実施したり、行政などに要望するなど、必要な対応を取ります。
3)対象施設は、土地改良区が管理するため池・水路・農道・揚水ポンプなどと、それに関連する施設とします。
4)問題に気付かれた施設（箇所）が分かるように、位置図や写真などがあれば付けてください。また、詳しい状況や原因なども、分かる範囲で記入してください。
5)[損壊]は、道路の陥没や土手の崩れなど、目で見て分かる場合とします。
6)[漏水]は、水路などから用水が漏れていると思われる場合とします。
7)[溢水]は、水路などから水があふれている場合とします。
8)[不良]は、水門やポンプなどの動作が不良の場合とします。
9)その他、営農活動に支障が出ると思われる場合も提出してください。

《地区土地改良区対応》
	受付
	○月○日
	協議
	○月○日　■連絡者　■区　■組合　■改良区

	対応
	[bookmark: _GoBack]□個人対応　■地区内対応　■改良区要望　■市要望
　水路暗渠部に問題があると考えられるため、改良区を通じて市に対応を求めることとする。
　緊急に溢水部の水路壁のかさ上げを行う。


	措置
	■緊急工事
　○/○　水路壁かさ上げ(15cm×3m)を実施
　○○工務店　35,000円　(農家組合一般会計より支出)

■要望書提出
　○/○　抜本的改修要望書を改良区に提出
　○/○　改良区より、改修計画と見積書提出の指示












※個人・地区内以上での対応が必要な場合は、篠町土地改良区に連絡して下さい。
※篠町土地改良区への連絡は､この連絡票のコピーでも構いません。
